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東亜天文協會

★流星課だより　（91）

　八月は例年最も流星の多い月である．涼みがてら星物語をし，想を室の世界

に馳せるのもよいが，一歩をすNめてこの槻測好機に流星の槻測をおすNめし

たV・ものである．丁丁，用紙，鉛筆，時計，これ丈を用意して，流星の飛ぶ毎

に記録をとR’めてゆくことは二丁この上もないことである．

　幸ひ今年はペルセウス流星群の最盛期たる10日～15日は新月に近V・爲，月光

の邪魔少く三年振りの二二好機である．會員の奮起を促したい．この時期に出

現する流星群中主なものは前記ペルセウス流星群の外

　　上旬　　　　　　鯨座η星流星雨　（α⊇180δ＝一13。）

　　中旬一下旬　　　白鳥座κ流星群（α⊇290　δ卍十53）

　　下旬　　　　　　龍座流星群　　（α＝291δ≒十60）

　　八月一九月　　　星座γ流星群　 （a＝346　δ　＝＝　0）

の如きものであるが，ペルセウス流星群の最盛期にはこれに随伴して多くの別

の流星群が見られるのを例とする．省，今年は特にハセル・岡林彗星に伴ふ鯨座の

流皐雨の始めての出現が待望される！！

　前回報告後到着した観測はない．六月下旬にはヰンネケ流星群がある筈なの

で注意してみるが，梅雨期に入り連日雨天叉は曇天の下男測の機會にめぐまれ

なV・．（VI　30）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ」・　季眞）

★太陽課（1939年6月）

　報告者　12名（前月と同じ）

新報告者　降籏常雄氏（長野縣北安曇郡常磐村，私立力1ル・フォンタイン観

測所，15，m反射）

（誌以下記事中には締切後の報告者，津留，隆籏，すばる會，片山氏の分は

鞠に入れて居ない．）
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太　陽　牒　二丁二丁数報告　（1939年6月）
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　天候　本年は最初の間，室梅雨とは云はれたが，やはり下旬には本格的に曇

った．從って大部分の者が15日以下しか親測して居らす，全員で補っても7，

11，22，23，25，26，28，29と，8日間の三二は一寸珍らしい不成績であった．

夏には暑さに打勝って槻測に読まれ度V、。

　概況　前月よりは20％内外相封敏が減少した．全罷としての歌況を速断する

わけには行かぬが，一盛の山は越した様に思はれる．次月再びバネ上るか否か

依然興味を畳へる．（山本博士は今後に大極大が來ると言はれる）

肉眼的黒氏

　　槻測日数
　　閏現日数
　　黒歯同数
　　黒鮎酵累計数
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54
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17

　4名の4均に依れば，槻虚日に封ずる出現日出の比は0・22であって，特に淋

しかった様である。

　南北南半球の比較　　　　木邊　　　沓掛　　　阿部

　　　　　　南　　　　　　　　　51．〈｝　　　　　53．0　　　　　429

　　　　　　ゴヒ　　　　　　　　　59．7　　　　　　70．6　　　　　　65．7’

　3名の卒均Ic依れば，可なり北に多くなり，南LOOに翼して北1・33・巨Pち南

43％，北57％である．

　各群論特異なものとして暴げる程の高緯度のものは，南北爾孚球共に無かっ

たらしV・．沓掛氏に依れば夫々250以下であり，低緯度のものも6月9日東端か

ら現れた群と，下旬（詳細不明）に出現したものが夫々北3。位であった．

　二六　例月通り，沓掛氏より，観測した各群の緯度の報告があった．

　御願ひ　この頃少し報告が祠れる様であるから，是非毎月5～6日に到着する

襟に願ひ揃い．特va　一人が遅れると，2F均が出なくなる．

　訂正　天界219號，286頁の壷中，阿部正明氏の口径50mmは32mmに訂正．

　　　同　　　　286頁14行目中程0・46”は0・46に訂正．

；R｝tde患付いた黙は遠慮なく申出て欲しい．　　　　　　　（木　邊）

★墜光星課（・939年6月）

　1939年5月の報告者と目測数
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1939年6月の報告者と目測数
1へ旧畢 弟＿郡

［
小 〈氏 沓 岡 木 口 一

掛 澤 林 邊 計 沓 小． 木
七 喜 滋 成 4 計

名 二 一 樹 麿 名 掛 澤 邊

槻測

ｯ数
0 24 13 17 44 〇

一
　
一

23 15 『
2
9一　『　　＿　一

目

測 0 110 50 108 268 0 106 99 205

籔
『

内心第二部

概報　春から夏への頃には概して最も成績が落ちる．

囎先脂つた様に，簡鯉（SS　Cyg蟻吸嘗てSS『Cyg襲されて居

たもの汲び型式蜘の～泌ゴ第二部とする）1939膿上糊分の各目醜ぱ

次號より獲表する．從って上半期服告洩れの方は至急に追加報告を乞£、

新た瞼蜘）書く氏にも獅を委任した・（課長木邊・繭・騰岡林）

★遊星面課（1939年5－6月）

　火星協同観測メンバー……6月末迄に申込みのあったのは下記の20名．

大石辰次（5糎屈，緬離岡山

膏木　 章（8〃反，紹）大阪市’
小　澤　喜　一（26〃反，絆）名古屋市

明屋商業天文部（15〃反，赤）大阪市

tlt留繁雄（13〃反．紬熊本市
松本義一（16’／反，経）尾道市

岡林滋樹（32’！反，赤）倉敷市

坂上　務（10〃反，組）鹿兇島平
冠艮L　・部　　　　　博　 （21〃反，　赤言）　東　 京　市

淺居正雄（10〃反，赤）横濱市

小石久太郎（6糎屈・紬東fi．　iti

矢野彰英（6・凪紛門司市
沓掛七二（10嘲・赤）長野縣
中野　繁（10坂・絢東京及大分
奥村六一郎（18及30〃属・赤）京都市

降旗常雄（15及30嘱赤）長里｝縣

京都一中（9～5一種）京都市
東京府立一巾（10〃屈・赤）東京市

木邊成麿（32及15”反・辮）噸縣

伊達英太郎（26仮・赤）兵庫縣

肚誠輌の州坤瀕（敬不i素目＝一品胴胃鏡，絆経隅赤こ棚縫
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　見取圖受領数……5，6月共に大して良シPtイング善良天候に恵まれなかったた

め，見取圖は大して集まらなかった．岡林氏より5枚，降籏氏よリクレオンス

ケツチ7枚，坂上氏より色彩スケッチ4枚，中野氏より2枚，及伊達課長のパ

ステルスケッチ6枚，合計24枚．この中降籏氏のものは，火星面の急激攣動の

見取圖であるが，位置不詳の爲急報は出し得なかった．省今年は，色彩スケッ

チが案外多いが，これは1937年度の前田氏のパステルスケッチの美麗さに刺戟

されたのと，本年の覗直径の大きいのとが原因と思はれる．が，強いて不確實

な色彩で書くより，正しい濃淡を現はした鉛筆スケッチの方が誤りがなくて良

い．色彩の方は，全期間中色彩で通して頂き酬い．

　概況……中央経度が南に下ったため，火星南半球一帯の所謂“海”が美しく・

アリンの川（oo）がDisk中央を通過する．南極冠は，今尚ほ（6月末）Diskの

上端に大きく三白に輝いて，5糎級にも見えてみるが逐次縮寵するものと豫想

される．
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8月の火星要素表
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一伊達生一

　（日本中央標準時9hの値）

中央経度（ω）　中央緯度（の　火星日付

　り　5．76

347．95

330．11

321．24

294．33
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＊中間日の中央印度は，前後の日の中央経度の和々2で除しt：値である・（伊達）


